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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第22期
第１四半期
累計期間

第23期
第１四半期
累計期間

第22期

会計期間
自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年７月１日
至 平成29年６月30日

売上高 (百万円) 1,493 1,756 7,205

経常利益又は経常損失(△) (百万円) △19 76 334

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(百万円) △21 48 295

持分法を適用した場合の投資利益 (百万円) ― ― ―

資本金 (百万円) 78 1,509 79

発行済株式総数 (株) 6,134,700 14,717,350 12,277,350

純資産額 (百万円) 590 3,790 905

総資産額 (百万円) 3,910 6,514 4,396

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は１株当たり四半期純損失
金額(△)

(円) △1.77 3.60 24.80

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 2

自己資本比率 (％) 14.8 58.2 20.6
 

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため、記載しておりません。

３　第22期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在しま

すが、１株当たり四半期純損失金額のため記載しておりません。第22期の潜在株式調整後１株当たり当期純

利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式は存在しないため、記載しておりません。第23期第

１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、

記載しておりません。

４　平成29年６月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式

分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額を算定して

おります。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

EDINET提出書類

株式会社イデアインターナショナル(E21259)

四半期報告書

 2/15



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しません。

２ 【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

 
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において、当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

平成30年６月期第１四半期累計期間(平成29年７月１日～平成29年9月30日)の業績は、前年同期平成29年６月期第

１四半期累計期間の業績に比べて、売上は1,756百万円と263百万円の増収となりました。また、経常利益は76百万

円と95百万円の増益となり、四半期純利益も48百万円と69百万円の増益となり、売上、利益ともに第１四半期とし

ては過去最高となりました。

売上については、インテリア商品ブランド「ブルーノ」が好調に推移し、中でもデザイン性に優位性のある

「ホットプレート」等のキッチン家電や「セラミックウォーマー」等の冬物家電が売り上げを伸ばしております。

また前年同期に比べて直営店が、収益性の高い複数ブランドで構成するハイブリッド型店舗を中心に８店舗増加し

たことにより売り上げを伸ばし、売上高は1,756百万円(前年同期は1,493百万円)となりました。

利益については、売上が伸びたことに加え、売上総利益率が48.2％(前年同期は44.3％)と大きく改善したことに

より、営業利益は91百万円(前年同期は19百万円の損失)、経常利益は76百万円(前年同期は19百万円の損失)、四半

期純利益は48百万円(前年同期は21百万円の損失)といずれも過去最高となりました。

　

セグメントの業績は以下のとおりであります。

なお、前事業年度より、報告セグメントの区分を変更しており、前事業年度との比較・分析は変更後の区分に基

づいて記載しております。

住関連ライフスタイル商品製造卸売事業においては、前述の通り、ホットプレート等のキッチン家電を中心とし

たインテリア商品ブランド「ブルーノ」等自社商品ブランドが好調に推移したことで、売上高1,001百万円(前年同

期は915百万円)、営業利益は275百万円(前年同期は176百万円)となりました。

住関連ライフスタイル商品小売事業においては、９月にルミネ新宿に新業態インテリア雑貨ショップ「ブルー

ノ」を出店、また広告宣伝により販売強化を進めているＥコマースにおいて売上が前年同期よりも大きく上回った

ことから、売上高751百万円(前年同期は572百万円)、営業利益は15百万円(前年同期は14百万円)となりました。

デザイン事業においては、大型案件が減少したため、売上高2百万円(前年同期は5百万円)、営業利益は2百万円

(前年同期は5百万円)となりました。

今後は、新株式発行にて調達した2,860百万円を成長戦略を確実に実行するための投資資金および財務体質強化の

ための運転資金に充当していきます。商品開発において主要３ブランド「ブルーノ」「ミレスト」「テラクオー

レ」へ選択と集中を行い、販売においては、インテリア雑貨ショップ「イデアセブンスセンス」＋トラベルショッ

プ「ミレスト」、またはインテリア雑貨ショップ「イデアセブンスセンス」＋オーガニックショップ「テラクオー

レ」等の高収益ハイブリッド型店舗を中心に積極的に出店を加速化し、新業態店舗ギフトショップ「グッドギフト

ゴー」を本格的に展開してまいります。また戦略的に広告宣伝を投入しＥコマース販売強化を行うことで、より粗

利の高い販路の売上拡大を図り、収益拡大に取り組んでいきます。またＲＩＺＡＰグループとのシナジーを最大限

に活用することで、増収増益を果たす所存であります。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期会計期間末における総資産の残高は、6,514百万円(前事業年度末は4,396百万円)となり、2,117百万

円増加しました。

流動資産は、5,844百万円(前事業年度末は3,780百万円)となり、2,064百万円増加しました。これは受取手形及び

売掛金の減少(236百万円)があったものの、現金及び預金の増加(1,908百万円)及び商品及び製品の増加(301百万円)

等があったことによるものであります。

固定資産は、645百万円(前事業年度末は616百万円)となり、29百万円増加しました。これは有形固定資産の増加

(15百万円)及び投資その他の資産の増加(13百万円)があったことによるものであります。

流動負債は、2,131百万円(前事業年度末は2,827百万円)となり、696百万円減少しました。これは支払手形及び買

掛金の増加(218百万円)があったものの、短期借入金の減少(992百万円)等があったことによるものであります。

固定負債は、591百万円(前事業年度末は663百万円)となり、71百万円減少しました。これは長期借入金の減少(66

百万円)等があったことによるものであります。

純資産は、3,790百万円(前事業年度末は905百万円)となり、2,884百万円増加しました。これは資本金の増加

(1,430百万円)、資本剰余金の増加(1,430百万円)及び利益剰余金の増加(24百万円)があったことによるものであり

ます。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 35,968,000

計 35,968,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年11月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,717,350 14,717,350
東京証券取引所
JASDAQ
(グロース)

単元株式数は100株であります。

計 14,717,350 14,717,350 ― ―
 

(注)　平成29年８月２日を払込期日とする公募増資による新株式発行により、発行済株式の総数は2,440,000株増加し

ております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成29年８月２日

(注)
2,440,000 14,717,350 1,430 1,509 1,430 1,818

 

　(注)　有償一般募集

　　　　発行価格　　　　  　　1,247円

　　　　払込価額　　　　　　1,172.16円

　　　　資本組入額　　　　　　586.08円

　　　　払込金額総額　　 　2,860百万円

 
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

374,600
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

11,901,900
119,019 ―

単元未満株式
普通株式

850
― 自己株式88株含む

発行済株式総数 12,277,350 ― ―

総株主の議決権 ― 119,019 ―
 

　(注)１ 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成29年6月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

２　平成29年８月２日を払込期日とする公募増資による新株式発行により、発行済株式の総数は2,440,000株増加

し、発行済株式総数は14,717,350株となっております。

 
② 【自己株式等】

  平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社イデアインター
ナショナル

東京都港区芝五丁目13番18号 374,600 ― 374,600 2.5

計 ― 374,600 ― 374,600 2.5
 

(注) １　上記の他、単元未満株式850株に自己株式88株が含まれております。

２　当第１四半期会計期間末日現在の「自己株式等」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成29年６月30日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成29年７月１日から平成29年

９月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成29年７月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、東邦監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前事業年度

(平成29年６月30日)
当第１四半期会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 959 2,868

  受取手形及び売掛金（純額） ※１、２  1,053 ※１、２  817

  商品及び製品 1,189 1,490

  仕掛品 20 18

  原材料及び貯蔵品 64 66

  その他 492 582

  流動資産合計 3,780 5,844

 固定資産   

  有形固定資産 349 365

  無形固定資産 43 44

  投資その他の資産 ※２  223 ※２  236

  固定資産合計 616 645

 繰延資産 - 23

 資産合計 4,396 6,514

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 462 681

  短期借入金 1,940 947

  未払法人税等 3 22

  引当金 16 26

  その他 404 453

  流動負債合計 2,827 2,131

 固定負債   

  長期借入金 560 493

  リース債務 57 57

  受入保証金 28 28

  引当金 4 4

  その他 13 8

  固定負債合計 663 591

 負債合計 3,491 2,723

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 79 1,509

  資本剰余金 388 1,818

  利益剰余金 518 543

  自己株式 △82 △82

  株主資本合計 904 3,789

 評価・換算差額等   

  繰延ヘッジ損益 1 0

  評価・換算差額等合計 1 0

 純資産合計 905 3,790

負債純資産合計 4,396 6,514
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期累計期間
(自 平成28年７月１日
　至 平成28年９月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成29年７月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 1,493 1,756

売上原価 832 910

売上総利益 660 845

返品調整引当金戻入額 5 6

返品調整引当金繰入額 5 4

差引売上総利益 661 847

販売費及び一般管理費 680 755

営業利益又は営業損失（△） △19 91

営業外収益   

 為替差益 11 -

 その他 0 0

 営業外収益合計 11 0

営業外費用   

 支払利息 7 6

 支払手数料 3 3

 株主関連費用 0 2

 その他 0 3

 営業外費用合計 11 15

経常利益又は経常損失（△） △19 76

特別損失   

 固定資産除却損 1 -

 その他 0 0

 特別損失合計 1 0

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △20 76

 法人税、住民税及び事業税 0 14

 法人税等調整額 - 13

法人税等 0 27

四半期純利益又は四半期純損失（△） △21 48
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(追加情報)

　(株式交付費)

当社では、当第１四半期会計期間において、企業規模の拡大のための資金調達を実施し、当該資金調達に伴う重

要な株式交付費が新たに発生いたしました。当社では、従来株式交付費を支出時に全額費用として処理する方法を

採用しておりましたが、企業規模の拡大のための資金調達に伴い発生した株式交付費については、繰延資産に計上

し、株式交付のときから３年以内のその効果の及ぶ期間にわたって、定額法により償却する方法を採用いたしまし

た。

 
(四半期貸借対照表関係)

※１ 四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が、四半

期会計期間末残高に含まれております。

 
前事業年度

(平成29年６月30日)
当第１四半期会計期間
(平成29年９月30日)

受取手形 ― 10百万円
 

　

※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前事業年度

(平成29年６月30日)
当第１四半期会計期間
(平成29年９月30日)

受取手形及び売掛金(純額) 0百万円 5百万円

投資その他の資産 0百万円 0百万円
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間

に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
(自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日)

減価償却費 12百万円 16百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 平成28年７月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

　

当第１四半期累計期間(自 平成29年７月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

1株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年９月28日
定時株主総会

普通株式 23 2 平成29年6月30日 平成29年９月29日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成29年８月２日を払込期日とする公募増資による新株式発行により、普通株式2,440,000株を発行

しております。

この結果、当第１四半期累計期間において、資本金及び資本準備金がそれぞれ1,430百万円増加し、当第１四

半期会計期間末において、資本金が1,509百万円、資本準備金が1,818百万円となっております。

　

EDINET提出書類

株式会社イデアインターナショナル(E21259)

四半期報告書

11/15



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間(自 平成28年７月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
損益計算書
計上額
(注)２

住関連ライフ
スタイル商品
製造卸売事業

住関連ライフ
スタイル商品
小売事業

デザイン事業 計

売上高       

  外部顧客への売上高 915 572 5 1,493 ― 1,493

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 915 572 5 1,493 ― 1,493

セグメント利益又は損失(△) 176 14 5 196 △215 △19
 

(注) １　セグメント利益又は損失(△)の調整額△215百万円は、各報告セグメントに配分していない当社の管理部門

に係る費用であります。

２　セグメント利益又は損失(△)は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間(自 平成29年７月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
損益計算書
計上額
(注)２

住関連ライフ
スタイル商品
製造卸売事業

住関連ライフ
スタイル商品
小売事業

デザイン事業 計

売上高       

  外部顧客への売上高 1,001 751 2 1,756 ― 1,756

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,001 751 2 1,756 ― 1,756

セグメント利益 275 15 2 293 △201 91
 

(注) １　セグメント利益の調整額△201百万円は、各報告セグメントに配分していない当社の管理部門に係る費用で

あります。

２　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

前事業年度より、デザインに関する事業の売上げが伸びてきたことにより、報告セグメントを従来の「住関連

ライフスタイル商品製造卸売事業」及び「住関連ライフスタイル商品小売事業」に、新たに「デザイン事業」を

加えて３区分に変更しております。なお、前第１四半期累計期間のセグメント情報については変更後の区分によ

り作成したものを記載しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期累計期間
(自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純
損失金額(△)

△1円77銭 3円60銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(百万円) △21 48

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失金
額(△)(百万円)

△21 48

普通株式の期中平均株式数(株) 11,894,712 13,493,966

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注)１　第22期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在しま

すが、１株当たり四半期純損失金額のため記載しておりません。第23期第１四半期累計期間の潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２　平成29年６月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式

分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額を算定しておりま

す。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社イデアインターナショナル(E21259)

四半期報告書

13/15



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年11月13日

株式会社イデアインターナショナル

取締役会  御中

 

東邦監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   齋   藤    義   文　  印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   木   全    計   介　  印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社イデア

インターナショナルの平成29年７月１日から平成30年６月30日までの第23期事業年度の第１四半期会計期間(平成29年７

月１日から平成29年９月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成29年７月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期

財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イデアインターナショナルの平成29年９月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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